
作成：福岡市児童家庭支援センター「SOS子どもの村」(2026 .1更新）

1． 「里親ショートステイ事業」の導入を検討中の方

(1) どのような運営方法がありますか？

・ 現在は、主に以下の３つの運営方法が見られます。

①【市町村窓口型】市町村が窓口となり利用申請受付から調整、里親とのマッチングを行う。
②【児家セン型】児童家庭支援センターが市町村からショートステイの依頼を受け里親との調整を行う。利用申請からマッチン
グ、実施までを委託されている児家センもあります。
③【フォスタリング機関型】フォスタリング機関(里親支援センタ―）が市町村から依頼を受け登録している里親にショートステ
イを委託。

里親ショートステイの他にも、「独立型ショートステイ」や「協力家庭」、居場所事業の実施団体によるショートステイなど、
様々な形のショートステイが出てきています。

(2) 里親ショートステイ事業を開始するために必要な条件は何ですか？

・ ショートステイを受けることができる里親の確保、ショートステイのマッチングを行い利用者との間で実施までの調整を担う体
制の確保が必須です。また、市町村窓口・調整機関・児童相談所との連携や、里親ショートステイに対する地域（園や学校、公
民館等の地域資源）の理解も重要です。

(3) 自治体と連携し、事業を開始又は展開していくために、自治体にどのような働きかけをしましたか？

・ まずは、ショートステイの窓口となる市町村が、里親制度そのものを理解し、かつ短期預かりが可能であることを理解すること
が必要になります。また（政令市以外は）里親を管轄する県と市町村との連携も必要になるため、調整機関と市町村、県の三者
が協議し合意しながら進めていくことが重要です。

(4)
行政、児童相談所、施設、児家セン、フォスタリング機関等の関係機関の役割分担や連携はどのようにされていま
すか？

・ 福岡市では、施設ショートステイと里親ショートステイのどちらを利用するかは、受付窓口である区役所が、利用者のニーズに
応じて各機関に打診します。ショートステイの受け入れに必要な子どもの情報については、施設/里親ともに共通の受入票を福
岡市の受入・調整機関が協働で作成しており、全機関共通の受入票が区から送付されます。

・ 児童相談所とは、里親登研修の際にショートステイ里親について説明をしてもらったり、ショートステイの受入れを希望してい
る里親を紹介してもらったりするなどして、リクルートに関する連携をとっています。また、児童相談所とSOS子どもの村で月
１回情報交換の会議を行い、里親家庭にいる里子の状況や一時保護受託や新規受託など、ショートステイの受入れ可否に影響が
でる情報については情報共有しています。未委託の里親の場合であっても、ショートステイ里親で経験を積み、長期委託の里親
になる方もいるため、ショートステイでどのような子どもの受入経験を積んでいるかを、児童相談所に報告しています。

(5) 里親ショートステイの成功例や失敗例を教えてください。

・ 里親ショートステイを初めて利用された方が、子どもが里親宅で楽しく過ごせていた様子をみて、利用者の方が再び里親を希望
される例はたくさんあります。成功例については様々な実績がでており、今後、成功事例の報告書を作成予定です。

また、失敗例というほど大きなトラブルや不具合はこれまでにありませんが、里親宅の実子への負担が大きく、受入れが不可に
なったケースはあります。

その他、里親宅でのショートステイが合わなかった利用者は、その後、施設ショートステイを利用するようになるなどはありま
すが、利用者のニーズでステイ形態を選択できるようになることは大切なポイントだと考えています。

～SOS子どもの村の「里親ショートステイ」Ｑ＆Ａ集～

　このQ&A集に記載している内容は、SOS子どもの村が里親ショートステイを実施する中で試行錯誤しながら工夫を重ねてきた
内容になります。これからも変更されながら運用されていくものであることをご理解のうえ、ご参考ください。皆さまの自治
体や地域の実情に応じて創意工夫しながらすすめていただく一助になれば幸いです。
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(6)
里親ショートステイのメリット、デメリットは何ですか？
施設ショートステイとの違いは何ですか？

・ 施設ショートステイとの大きな違いは、個人宅の普通の暮らしの中でお泊りをするという点です。

＜メリット＞
①１里親家庭につき1組の子どもを受け入れるため、子どもに応じて過ごし方を工夫することが可能です。
②利用者宅への送迎を行うため、自力で調整機関にいくことが難しいご家庭も利用することができます。
③ショートステイ利用中も普段在籍している園や学校に通うことができます。
④継続的、定期的にショートステイを利用するご家庭は、できる限り同じ里親で利用ができるように調整をするため、近所の親
戚のうちに行くような感覚でショートステイを利用することができます。
⑤きょうだいの年齢が乳児院と児童養護施設にわかれる場合、里親家庭ではきょうだい一緒に預かることができます。

＜デメリット＞
①個人宅での受け入れのため、利用者の心理的ハードルが上がる場合もあります。
②里親や里親家族、利用する子どもの発熱やケガ等でステイの継続が難しくなる場合もあり、緊急対応が必要になることがあり
ます。

(7) 自治体が、利用者と里親の間に入って調整すると、行政の負担が増えますが、工夫できることはありますか？

・ 人口規模にもよりますが、ニーズが多い自治体は窓口の負担も大きくなるため、受入システムの簡略化だけではなく、ショート
ステイ専任の職員が必要になる自治体もあるかもしれません。ショートステイ申請窓口又は調整を、児童家庭支援センターや
フォスタリング機関等に外部委託することもできます。しかし、人口規模の小さな市町村の場合、調整から実施までを行政が行
うことで子育て支援に繋がる利点もあるようです。

(8)
ショートステイ事業と里親の管轄が同じ政令市や中核市は、運営もスムーズにしやすそうですが、県で取り組んで
いる自治体があれば教えてください。

・ 子どもショートステイ事業は市町村事業のため、政令市であっても「子どもショートステイの管轄は区役所」、「里親の管轄は
児相」と、その二者との連携は不可欠です。ある県では、市町村ごとにショートステイの申請窓口そのものをフォスタリング機
関に委託し、調整から実施までを一元化して行っているところもあります。
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２．制度の運用に関すること

(1) 子どもショートステイの利用料はいくらですか？

・ 福岡市では、生活保護受給世帯・ひとり親世帯・市県民税非課税世帯は無料です。
その他の世帯は子どもの年齢が２歳未満は５６３０円（日額）、２歳以上２９８０円（日額）です。
※利用期間は原則７日間以内。月の利用回数の制限はありません。

(2) ショートステイ里親への委託料はいくらですか？

・ 福岡市の規程日額は、２歳未満１１２６０円（日額）、２歳以上５９６０円（日額）が委託料として里親に支払われます。
（2026.1時点）。

(3) 子どもや里親の保険はどうしていますか？（予算、契約期間について）

・ 福岡市が「団体生活保障保険」に加入しており、ショートステイ利用中の子どものケガ・病気に対して支払われます。子どもが
里親をケガさせたり、里親宅の物を壊したりした場合は、保険の適用外です。

(4) 送迎の加算はありますか？

・ 送迎費は子ども１人につき１８６０円（日額）加算されます。里親や調整機関が利用者宅まで子どもを送迎する場合や、利用中
の通園通学の際の送迎が対象となります。（2026.1時点）

(5) 発達障害特性のある子や、障がいのある子どもの受け入れもしますか？

・ 障がいの有無によってお断りすることはありませんが、どの程度の配慮や介助がいるかどうか、丁寧にうかがい、受入可能な里
親さんがいればお受けしています。

(6)
利用者がショートステイを申し込んできた際に、施設ショートステイと里親ショートステイのどちらを利用するの
かは、どのように選択されていますか？

・ まずは保護者の意向を、申込窓口である区役所が確認します。保護者が里親ショートステイを希望される場合は、できるだけ子
どもに合う里親を調整しています(子どもの発達状況、利用者の居住エリア、実子がいる場合は実子の年齢・性別等を考慮）。子
どもの発達特性等に応じて、個別対応が必要な場合や継続的に利用しながらアタッチメントを補完することが必要な場合には、
里親家庭が選択されることもあります。
また、区役所が利用を勧めたい家庭に対して、送迎のある里親ショートステイを勧めて利用ハードルを下げようとすることもあ
ります。

・ 調整が困難な場合（ショートステイ期間や子どもの年齢、子どもに所属があるかどうか、子どもの発達特性の有無、緊急性な
ど）は、窓口の区役所から、施設にも同時に調整依頼をかける場合もあるようです。

・ ＜施設の方が適切と思われる例＞
・集団の中で、ある程度の日課や部屋の構造等がシンプルで明確な方がいい発達特性のある子どもの場合。
・医療的、専門的ケアを必要とする場合。
・DV案件など、里親宅で預かることにリスクがある場合。

(7) どのような事務作業が発生しますか？

・ 【依頼～調整】
①区から利用依頼受付　②里親との連絡調整　③区からの情報共有　④保育園・学校など所属先への連絡
⑤保護者との連携　⑥ショートステイ用記録や物品の準備　⑦スタッフ間調整（時間・車・人数など）

【実施～事後】
⑧緊急時の対応含む夜間対応　⑨ショートステイ中の利用者・里親フォロー　⑩里親・利用者用の記録入力
⑪ショートステイ終了後のフィードバック（区・利用者・里親）　⑫委託費の請求・支払い業務
⑬市町村への終了報告　⑭記録物の整理・保管　⑮ショートステイ統計
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３．里親ショートステイの実施に関すること

(1) 利用者との連絡はどのようにしていますか？里親が直接することはありますか？

・ 利用者と里親との連絡については、SOS子どもの村のコーディネーターが間に入ります。利用者と里親が直接やり取りをするの
は、送迎時に対面した時のみになります。送迎時にはコーディネーターが同行します。他自治体には、直接、里親と利用者が連
絡先を交換し時間調整などを行う場合、里親と利用者が会わないようにする場合もあるようです。

(2) 送迎は誰がどのようにしていますか？　どのように人員を確保していますか？

・ 送迎は、SOS子どもの村コーディネーターが9～18時の間に行います。里親が可能な場合は、利用者から子どもを預かる際にコー
ディネーターが立ち会い、里親が里親宅まで連れて行きます。利用者、里親のどちらかが直接会うことに抵抗がある場合は、
コーディネーターのみで送迎します。状況に応じて、主のスタッフと補助スタッフとの２名体制で対応します。状況やニーズに
応じて、利用者宅・所属先（保育園等）・児家セン・区窓口などに送迎します。

・ SOS子どもの村では、保護者と里親の関わりを大切に考えているため、ステイ開始の送迎時に保護者から子どもの様子を、里親
に直接伝えてもらい、保護者からの質問にも里親から答えてもらうようにしています。終了時には、里親からショートステイ中
の子どもの様子を保護者に伝えてもらいます。利用者と里親が良好な関係が築けるようコーディネーターが仲介します。

(3) ステイを利用する子どもや家庭の情報について、自治体窓口と、どの程度情報共有していますか？

・ ショートステイ依頼の時点で区から入る情報として、以下のような情報があります。福岡市では、ショートステイの受入機関の
共通フォーマットとして「受入票」/「区との確認事項」を使用し情報共有の水準を一定にしようと工夫しています。

＜依頼・調整時＞
・子どもの年齢、性別、病気、アレルギー、特性、配慮、所属先（登園登校依頼）登園登校希望有無、住所（町名）世帯区分、
利用理由、支援状況、保護者に関わる配慮事項(調整時に必要な情報）

＜確定時＞
・住所、名前、子ども情報（受入票に記入）、緊急連絡先
・ショートステイに必要な子ども情報、必要に応じて家族の情報、配慮事項についても確認。
・要支援家庭や今後の家族支援としてショートステイの活用を考えている場合、支援に至る状況について情報を得る場合もあり
ます。また、１年以内に一時保護や施設への措置歴があるご家庭については、子どもへの配慮も必要となるため情報共有をして
います。

　※里親とは子どもを預かる上で必要な内容のみを共有
　　(アレルギー、疾病・服薬情報、性格、生活習慣、発達特性等は必須）

(4) 利用者に、どの程度、里親のことを伝えていますか？

・ 市全体の取り決めとして、里親の個人情報は利用者には伝えていません。
利用者のニーズ（心配や子どもに説明したい等）がある場合は、里親に確認して居住区、里親の年代、家族構成やペットの有
無、子どもに関わる専門性などをコーディネーターから伝えることがあります。

・ ステイ開始時に里親が同行するため、その場で名前等の自己紹介をされる場合もありますが、利用者から個人情報に関する質問
がある場合には、可能な範囲で答えてもらっています。
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(5) 里親にどの程度まで利用者の情報を伝えていますか？

・ ケースバイケースです。要支援家庭の場合で、支援計画の中にショートステイの定期的な利用が組み込まれている場合は、利用
目的を伝えたり、里親が関係者協議に参加することもあるため、詳しい家族背景を知る場合もあります。（里親への守秘義務遵
守は研修等でも随時伝えています）

・ 利用理由が冠婚葬祭やお仕事などの単純利用の場合、世帯型（両親・ひとり親）や利用理由程度を伝えます。また、子どもの情
報については、ステイに必要だと判断する内容のみを伝えています。

・ ステイ中に子どもや所属先（園や学校）から、家族の話が出ることもありますが、里親から家族の話を積極的に聞くことはしな
いようにお願いしています。（ショートステイ里親研修でも子どもの話の聴き方などを研修しています）。

(6) 子どもには、里親宅でのショートステイのことをどのように説明していますか？

・ ショートステイについての説明は、基本的に保護者にお願いしています。保護者に子どもが理解、納得しているかどうかを確認
しています。現在、子ども向けの説明ツール（小冊子）を準備中です。

・ 開始時に、「この里親さんのお家で〇回寝て、お家に帰るよ」と口頭で説明しています。

(7) 利用者と里親との間で、基本的なルールや約束事などをどのように共有していますか？

・ 利用者と里親の間でのやり取りについては、SOS子どもの村が間に入り関わるため、直接のやり取りは送迎時のみになります。
ステイに関係する利用家庭や里親家庭でのルールや約束事については、すべて共有しています。保護者からの情報は、LINEなど
の文面でもらう場合、ヒアリングできく場合があり、里親（又は利用者）に共有する旨を伝え、事前に電話・LINE等で共有する
場合や、送迎時に直接その場で確認する場合もあります。子どもも含め、利用家庭と里親が双方が納得する形を確認します。

・ 利用者からの要望は、できるだけステイ申請時に区役所を通じて伝えてもらい、対応できるかを含めて調整しています。家庭ご
とのやり方があるため、細かな要望や約束事については、里親家庭に任せていただくようにお願いすることもあります。保護者
の要望の背景や思いは受けとめますが、希望通りにできない場合があることを理解していただけるよう伝えています。

(8) 子どもがおもちゃやスマホ、ゲームを持っていくことについては、どのように対応されていますか？

＜おもちゃなど＞
希望があれば、あまり多くない点数で受け入れています。いつものおもちゃで安心する場合、里親家庭にちょうど月齢に合うお
もちゃがない場合もあるため、里親が希望される場合もあります。管理は、預かり時に点数を数えたり、持ち物リストに控えた
り、写真を撮ったりします。基本的に、破損や紛失について責任が取れないことを利用者に了解してもらい、「無くなってもい
いもの」としています。（おもちゃ、絵本、お人形、お絵描き帳、塗り絵など）

＜スマホ、ゲーム＞
里親の意向を確認し、了承があれば持参も可としています。
基本的に次のことを確認します。
●管理は本人がすること
●紛失破損の補償はないこと
●使用時間等は里親宅のルールを守ること
●写真や動画を撮影しないこと、SNSに上げないこと

この内容について利用者(子どもも含む）、里親、SOS子どもの村の三者で開始時に確認しています。
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４．マッチング／里親への支援

(1) 里親に委託する場合に、配慮が必要なことや、どのような支援が必要ですか？

・ 里親自身がどういう子どもであれば受入れることができるかを登録時にヒアリングしています。里親の希望、経験、職業的な背
景、家族構成を考慮しながらマッチングしています。新生児や基礎疾患がある場合は、可能であれば保育士、看護師等の専門職
の里親に依頼することがあります。知的障がい、発達障害特性等の発達特性がある場合には、そういった子どもへの理解がある
里親や養育経験(職業的経験）がある里親に依頼する場合があります。

・ 配慮が必要な子どもを依頼した場合には、ステイ中や終了後のフォローを行うようにしています。また、子どもとの関わり方に
心配や疑問がある場合には、コーディネーターに随時相談できるようにしています。また、当法人が運営している児童家庭支援
センターの心理士への相談もできるようにしています。

・ 登園・登校などがしやすいように、利用者の近隣校区で里親を探すことが多いですが、利用者がショートステイの利用を近所に
知られたくない場合や、DV被害の懸念などがある場合には、遠方の里親に委託する場合もあります。

(2) 里親家庭に、里子又は実子がいる場合に、配慮が必要なことはありますか？

・ 基本的に、実子・里子よりも、年齢が低い子どもの依頼をしていています。里親自身の社会経験などを踏まえて、実子が幼児の
里親家庭に小学生や中学生のステイをお願いする場合もあります。ステイ依頼の際に、実子や里子に了解をとっており、ステイ
後も子どもの負担になっていないか、実子、里子の反応や里親がどのようにフォローしているかを確認しています。

・ 里親家庭の子どもとステイを利用する子どもの性別について配慮し、異性間のトラブルにならないようにしています。小学生く
らいになると遊び方や過ごし方が違ってくるため同性同士を基本にしています。異性きょうだい、年齢もその都度違うため、配
慮をお願いして混成になる場合もあります。

・ ショートステイは様々な子どもが利用しています。生活習慣、特性、経験なども様々であるため、年齢が近い子ども同士の場合
は相性をみてマッチングしています。利用者の情報が少ない中で、里親に安心してもらえるよう、できる限りの情報提供を行っ
ています。

(3) 発達障害特性や障害がある子どもを委託する場合、どの程度の情報が必要ですか？

・ 里親家庭という個人のお宅での生活になりますので、安全確保のためにも、衝動性の高さ、多動傾向、言語でのコミュニケー
ションがどの程度できるのか、指示の入りやすさなどについては確認するようにしています。

・ また、身辺自立がどの程度できており、介助がどの程度必要か、極端な偏食の有無やこだわりの有無など、生活上影響がある内
容についてはお尋ねしています。

(4) 事前に利用者との面談や、里親との顔合わせなどはしていますか？

・ 基本的に、利用者との事前面談はありません。SOS子どもの村では、依頼があった際に利用者の方に公式LINE登録していただ
き、ステイに関係する連絡調整を行っています。事前の顔合わせの希望がある場合には、必要性を考慮し、里親に協力をいただ
く形で学校や事務所に来てもらい顔合わせをする場合もあります。
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5． 緊急時の対応

(1)
実施中に、子どもの発熱やケガがあった場合はどうしていますか？
病院への受診を里親がしていますか？その場合、支払いはどうしていますか？

・ 発熱に関しては、37.5度の時点でステイ終了となるため、発熱を理由に里親が受診させることはありません。けがの場合も、原
則、里親に受診してもらうことはありませんが、緊急（交通事故、頭部外傷など）の場合はこの限りではありません。けがをし
た時点で利用者に連絡するため、直ちに里親からSOS子どもの村に連絡してもらうことを徹底しています。支払いに関しては、
緊急時や夜間救急などの場合に、一時的に里親が立替え、終了後に利用者に請求することもあります。

(2) 実施中に里親（又は里親の家族）が発熱やケガでお預かりできなくなった場合はどうしていますか？

・ 利用者に、里親交代の事情を連絡し、代替の里親でステイを継続するかどうかを確認します。

(3) 土日や夜間の緊急連絡はどうしていますか？

・ 土日は児童家庭支援センターのコーディネーターが勤務して対応しており、夜間はスタッフ（当番制）が電話やLINEで対応して
います。区役所(市町村）へは事後報告となります。

(4) 保険証や母子手帳については持参していますか？

・ １歳未満の子どもの場合は緊急通院が必要な場合もありますので、保険証/医療証の写しと母子手帳を持参してもらっています
が、それ以上の子どもの場合は原則として通院が必要な状況ではステイ終了となるため、保険証/医療証や母子手帳はお預かり
していません。

6． リクルート/里親登録について

(1) ショートステイ里親のリクルートや普及啓発はどのようにやっていますか？

・ 毎月1回、福岡市内の各所で勉強＆相談会「里親って？カフェ」（定員10名）を開催しています。参加者は、性別・年齢・背景
が様々です。参加理由は「ちょっと知りたいと思って」「子どものために何かできたら」という方が大半です。

・ 「里親って？カフェ」の広報は、各区役所と連携し、公共施設にチラシを配布し、区の広報誌に記載することもあります。区に
よって、ショートステイ里親の登録数や、ショートステイの依頼件数が違うことに加え、区の特色があるので、地域の現状に合
わせて広報を工夫しています。

「里親って？カフェ」後に、児童相談所での里親研修に繋がるよう、リクルート専用の公式LINEでつながり、初回の里親研修に
SOS子どもの村の里親リクルート担当者が参加するなどのアフターフォローもしています。

・ 里親研修後、養育里親の登録の際に、ショートステイ里親についての案内チラシを、児童相談所を通して、配付しています。

その他、知ってもらう場として、里親という言葉を使わず「みんなで子育てする地域をつくっていく」という切り口でトークイ
ベントを開催し、子育て支援に関心のある層に広く里親を知ってもらうことや「里親って？カフェ」に誘導できるようにしてい
ます。

広報は、福岡市役所、各区役所の子育て支援課・児童相談所・社会福祉協議会（ファミサポ）と連携して行っています。
状況に応じて、園長会、校長会、自治協議会、民生委員の会などでお話することもあります。
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(2)
既存の里親に、ショートステイ里親の登録をすすめるには、どういうタイミングで、どのようにご案内しています
か？

・ 年に一度、児童相談所が既存の里親に案内を郵送する際に、ショートステイ里親登録の案内チラシを封入しています。また、里
親登録更新時にも同様のチラシを渡していただいています。

(3)
里親の登録や、ショートステイ依頼時の里親の選定(マッチング)について不安があります。登録からショートステ
イ実施までを一括で行う方法はありますか？

・ SOS子どもの村はフォスタリング機関ではないため、里親の登録研修はしていません。児童相談所と連携し、SOS子どもの村がリ
クルートした方が登録に至るまでの進捗について情報共有を行っています。また、月に1度児童相談所との連絡会を行い、里親
の情報共有を行うことでマッチングに活かしています。

里親支援センターやフォスタリング機関に委託し、登録からショートステイの調整・実施まで一貫して行う自治体もあります。
いずれにせよ、里親ひとり一人のことをよく理解している機関がショートステイの調整を行うことで、利用者のニーズに合った
マッチングが可能になると考えています。

(4) 里親登録をしている方のうち、どのくらいショートステイ里親に登録していますか？

・ 福岡市では、養育里親として登録している376世帯のうち、約180世帯がショートステイ里親に登録されています（2025年3月時
点）。長期養育の委託を受けている里親やファミリーホームが重複してショートステイ里親としても登録していますが、ショー
トステイのみ受ける里親も多数います。

(5) ショートステイ里親に登録をしている方のうち、どのくらい実際にステイを受けていますか？

・ 2024年実績：SOS子どもの村で登録している85世帯の里親のうち1年間稼働がなかった里親；26世帯
毎週受ける方、月に1～2回程度受ける方、年に2～3回程度受ける方など、里親さんのご希望の受入頻度に合わせて依頼していま
す。

(6) 子どもと里親のマッチングのために、事前に里親の意向調査などをしていますか？

・ 新規登録の際には家庭訪問とヒアリングを行います。年度の初めにもヒアリングを行い、今年度の受け入れ希望や（受け入れ可
能な子どもに変更があるか、配慮の必要な子どもの受け入れが可能かなど）ご家族の状況やご要望等をお聞きしています。

(7)
子育て経験がない里親や子どもに関わる経験が少ないが登録することもありますか？その場合に配慮する必要があ
ることはありますか？

・ 経験がない方に依頼することもありますが、その場合は児童相談所に里親研修時の様子を伺うなど、情報共有を行い、まずは少
ない日数で、状態が安定している子どもを依頼するなど、里親の自信につながるようなステイができるよう配慮しています。

(8)
未委託の里親または、子育て経験のない里親に対するスキルアップや、里親のモチベーション維持のためにされて
いることはありますか？

・ 通年で「ショートステイ里親・研修交流会」を実施しています。座学の研修だけではなく、里親同士がステイで感じたことや悩
んだことを共有したり、ワークや体験などをいれることによって、里親同士が繋がれるような工夫をしています。里親同士のピ
アサポートにもなっています。

＜研修内容の例＞
●基礎研修①～③（対面・オンライン対応）
・子どもの安心を大切にするショートステイ
・親への理解を深める
・子どもへの理解を深める
●ステップアップ研修
・子どもの権利
●全体交流会（みんなどうしてる？2025）
※基礎研修はできるだけ受講いただくようお願いしています。

また、定期的に行っている「里親って？カフェ」等のイベントに、里親をゲストとしてお招きし、ご自身の経験や感じているこ
とをお話いただく機会をできる限り設けるようにしています。経験のない人ににとって、里親の体験談はとても好評です。ま
た、ゲストスピーカーとして話す里親にとっても日頃の体験を言葉にすることで、モチベーション維持に繋がっていくと考えて
います。
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7． その他

(1) 一時保護とショートステイはどのように使い分けていますか？

・ 基本的にはショートステイの利用日数の限度は１週間（延長して２週間）のため、親が養育できない状況がその日数を超えるこ
とが予想される場合は、一時保護が検討されます。一時保護の判断は区役所又は児童相談所が行いますが、重度の育児疲れを理
由にしたショートステイで、要支援家庭や要保護児童のいる家庭の場合は、ショートステイからそのまま一時保護になる場合も
あります。その場合は、ショートステイ里親がそのまま一時保護を受ける場合もありますし、別の里親に変更される場合もあり
ます。

(2)
ショートステイを利用した子どもが、自分の家庭との違いに気づいたり、親子の関係に何か影響が出ることはあり
ますか？

・ 中高生など年齢が大きい子どもの場合は、自身の家庭との違いに気づき、親に対してそのことを話すような場合も見られます
が、ショートステイを利用する多くの子どもが未就学児から小学校低学年のため、親子関係にネガティブな影響がでることはこ
れまでにそれほどありません。

・ 継続的に利用している子どもの場合は、里親宅で生活習慣が身についたり、発語が増え言葉でのコミュニケーションが増え、保
護者が関わりやすくなったと感じるような肯定的な影響がある場合もありました。

(3) 利用されている家庭のうち、要支援または要保護児童家庭の割合はどのくらいですか？

・ SOS子どもの村の利用家庭のうち約5割程度が何らかの支援を受けているご家庭でした（2024年）。そのうち、半数が要支援家
庭（要保護児童家庭）でした。

(4) 里親ショートステイを通じた家族支援の展開について教えてください。

・ 特に、送迎時は利用者と関わることができる(又は、家庭の様子を知ることができる）大切な接点と考えます。送迎時のコミュニ
ケーションを通じて、利用者との関係を構築するとともに、利用者の表情や発言、親子の関わり、室内の様子などから、日頃の
生活や親子関係を理解する重要な機会となります。

継続的な利用で、送迎時の何気ない雑談の一つひとつからその家庭の状況を垣間見たり、心情の吐露があったり、少しほっとす
る時間になることもあり、その何気ない関わりを大事にしています。

・ 送迎時のコミュニケーションや、利用中の子どもの様子から、利用家庭の困り感を受け取ったり、支援の必要性を感じた場合は
区役所へ共有し、今後の支援についての働きかけをしています。

子どもの所属先に送迎する場合には、学校や保育園と連携したり、家庭の所属先との関係性を知ることもあり、困りごとの発見
に繋がることもあります。

(5)
里親が外国籍の方である場合や、LGBTQの方や特別な信仰がある場合など、どのように利用者に説明をしています
か？

基本的には、里親家庭の情報をこちらからお伝えすることはありません。利用者に「どのようなご家庭か」と質問があった場合
には、家族構成(何人家族で、里親や子どもの年代）やペットの有無など、里親が開示していいと合意している内容をお伝えしま
す。里親が外国籍である場合やLGBTQのカップルの場合も同様です。

また、利用者に特定の宗教があり、要望がある場合は、里親家庭の宗教と利用者の宗教的信条が抵触しないように配慮します。
里親の宗教については登録時に確認しています。
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